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　家事・育児に不安・負担を抱える家庭や、
ヤングケアラー等がいる家庭に対し、ヘルパー
派遣を行い、養育環境を整えます。食事の準備、
掃除、洗濯、買い物などや、保育所、病院等
への送迎支援を行います。

　ひとり親の保護者等が一
時的に養育困難となった場
合に緊急サポートセンター
の宿泊サービスを活用でき
ます。令和６年度より利用
料金の補助を行います。

　出産後の育児不安や心身
の不調の為育児支援を必要
とする方に、従来の宿泊型
に加え、半日の滞在で、相
談や食事・休養が出来る通
所型が始まります。

　妊婦の方が検診や出産・育児用品購入等の
移動に使える 10,000 円分の支援を行います。
①市内タクシー利用券
②路線バス回数券
③自動車ガソリン助成券
のいずれかを選べます。

　虫歯や歯周病による早産・低
出生体重児のリスクを予防する
為、妊婦を対象に個別の歯科
検診を行います。妊婦届出時に
渡される利用券を使い、妊娠期
間中１回無料で受診できます。

　小中学校の全員配布のタブ
レットを活用し「心の健康観察」
「保護者との連絡機能」等を導
入します。子ども達が誰一人取
り残されず、安心して学ぶ事が
出来る環境整備を行います。

　いじめや不登校など諸問題解決に向けて、
スクールロイヤー（弁護士）に法的かつ中立
的な立場で助言をしてもらうとともに、教職
員に研修を行います。

　支給対象を15歳から18歳年度末
まで引き上げ、所得制限を撤廃しま
す。第３子以降は支給額を月３万円
に引き上げます。

「シェアサイクル始まる！」

　図書施設にて、言語聴覚士等の
専門職が関わる朗読会を開催し、
高齢者の認知症予防及び介護予防
を図ります。

　超高齢社会において、高齢者が
生きがいを持つことで人生を豊か
に暮らしてもらうため、読書や図
書館の利用を通じて地域の高齢者
同士の交流を図ります。
　また、令和６年度は回想法や
各種の認知症
予防事業等を
開催するとと
もに講師を招
いての講座を
開催します。

☆活字を読み、声に出し、耳で聞き、
　脳を活性化
☆舌や唇を鍛えて
　口の衰えを予防
☆外出や参加者
　同士の交流の
　きっかけに
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令和６年度予算決まる！令和６年度予算決まる！

高齢者の“いきいき支援”が充実！高齢者の“いきいき支援”が充実！

三郷の親子を見守ります！

☎０４８（９５３）１１１１

市議団ホームページ

　シェアサイクルとは、サイクルステーションを拠点として自
転車を共有し、日常や観光に、必要なタイミングで自転車を利
用する事が出来る仕組みです。ステーションは公共施設・駅・
公園などで市内に 30 か所設置予定。市外のステーションで乗
り捨ても可能です。　
※利用料金　30分まで130 円　延長15分ごとに100円加算

※利用には専用アプリの登録が必要となります。
　詳細、申し込みは「HELLO　CYCLING」HPをご覧ください。

ヤングケアラー等への
家事・育児支援

緊急サポートセンター
利用に補助金

通所型産後ケアが始まります 妊産婦移動支援

妊婦歯科健康診査を行います 「心の健康観察」アプリ 学校に導入

スクールロイヤーを配置します 児童手当対象を引き上げます

いきいき朗読会の開催！ 読書でいきいき元気に！

　令和6年度の一般会計当初予算は、前年度と比較して３.５％、19億5千万円増の
580 億 5千万円となり、17年連続増額となり過去最高予算額となりました。
　新年度も、市民の皆さまからいただいたご意見・ご要望をもとに、私ども公明党
三郷市議団の数々の市民要望が反映された予算になっております。
　また、少子高齢化の進展、物価高騰、そして国際社会での厳しい現状が進行し
ていますが、市民生活と地域経済を守り、発展を続けてきた本市の歩みを止める
ことなく今後も、安全で安心して暮らせる、住み良いまちづくりを全力で推進し
てまいります。



トイレトレーラーを導入トイレトレーラーを導入 学校体育館等にWi-Fi 整備学校体育館等にWi-Fi 整備

キャッシュレス決済対応窓口が増設キャッシュレス決済対応窓口が増設 遠隔窓口システムが拡充遠隔窓口システムが拡充

今年も開催！
高齢者向けスマートフォン講習会
今年も開催！
高齢者向けスマートフォン講習会 自動翻訳システムを導入自動翻訳システムを導入

　「空家等対策の推進に関する特別措置法」
の改正に伴い、管理不全空家の所有者等に対
する措置や、相続放棄、
所有者不明等の空家に
対する財産管理制度の
活用により、空家等対
策の強化が図られます。

　犯罪被害に遭った市民やその家族に対する
支援体制の整備を図るため、基本理念や、市・
市民等・事業者の責務等を定めた犯罪被害者
等支援条例が施行されました。
　併せて、犯罪被害者等見舞金支給制度も定
められました。
（遺族見舞金30万円・障害見舞金10万円）

　災害発生時のトイレ不足の解消を図ること
を目指し、トイレトレーラーを導入します。
市内の災害だけでなく、他
の自治体が被災した場合に
も現地で利用出来、災害時
の避難所の衛生環境の向上
が図れます。

公
明
党
市
議
団

く
ら
し
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に
!!

さかまき　宗一
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☎954-1554
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公
明
党
市
議
団 西村　すみえ

☎958-8369
鈴木　しんたろう
☎958-7486

一般質問一般質問３月議会３月議会

●その他：避難所参集職員の役割と女性比率について

●その他：避難所運営ゲーム
　　　　　HUGの貸出しについて

　発災後、すぐに必要になるのはトイレです。
被災直後に用を足せる場所として考えられる
のが「マンホールトイレ」です。三郷市内に
は公園など１１か所に設置
がなされていますが、地域
全体として整備不足である
と言わざるを得ません。特
に、南部地域に対しての拡
充について質問しました。

マンホールトイレの拡充を！マンホールトイレの拡充を！
　2023年に生まれたこどもの数は75万8,631人
となり、統計を開始してより最低の数字となりま
した。こどもの数はピーク時の３分の１以下にま
で減少し2022年の「合計特殊出生率」は1.26 
と過去最低となっています。国では「こども未
来戦略方針」を掲げ、子育て支援を中心とした
事業に取り組みました。結婚・出産は個人の
自由であることを大原則とした
うえで出生率向上に向けた市の
取組について質問をしました。

少子化対策・出生率向上へ取り組みを！少子化対策・出生率向上へ取り組みを！

　こどもや若者の意見を
聴いて施策に反映させる
ために、若者が意見を表
明する機会の一つとして
「高校生議会」を開催する
ことや、財源となる「基金」
の創設について質問しま
した。

こども・若者の意見を取り入れた施策を！こども・若者の意見を取り入れた施策を！
　「ヘルプマーク」を認知症の人も利用できる
ようにすることや、行方不明時に早期発見す
るため靴に貼る光反射
ステッカーについて、また
eスポーツでの支援に
ついて質問しました。

認知症の人の社会参加に更なる支援を！認知症の人の社会参加に更なる支援を！

防災対策

　全小中学校 26 校の体育館・特別教室等に、
災害時に利用可能な
防災 Wi-Fi が整備さ
れます。大規模災害
時の指定避難所とし
ての機能が強化され
ます。

デジタル化推進

その他の主な事業

　市内の公共施設の使用料等を支払うときに、
クレジットカードや電子マネー・QR コード決済
に対応した窓口が増えて便利になります。

　市役所本庁舎の職員とオンライン相談できる
端末を市役所連絡所に導入し、市役所まで行
かなくてよい「スマート市役所」で住民サービ
スが向上します。

　今後ますますデジタル化される社会に、誰
一人取り残されないよう、高齢者向けのスマ
ホ講習会を、今年度は更に回数を増やして開
催します。基本操作からカメラの使い方、イ
ンターネットや LINE の使い方も教えます。

　市役所窓口等にリアルタイム
で字幕表示する自動翻訳システ
ムを導入し、外国人住民との円
滑なコミュニケーションを図っ
てサービス向上を目指します。

通学路安全対策

文化施設管理

小中学校校舎改修

地域クラブ活動整備

住民基本台帳事務

スポーツ推進

排水ポンプ場維持管理

特定健康診査

横断歩道の溜まり場整備や横断防止策の設置など、通学路における安全対策工事等を実施します。

大、小ホール等の天井の耐震強化や設備の改修を令和6年度から２カ年で改修工事を実施します。

前川中学校の校舎改修工事と早稲田小、高州東小、前谷小の改修設計を行います。

中学校部活動の地域移行を推進するため、部活動地域移行サポーターを配置します。

住民の身近にある郵便局や行政書士を活用し、より一層のマイナンバーカード取得を促進します。

彦糸一丁目への排水ポンプの設置や、既存ポンプ施設の更新工事を行います。

特定健康診査（40歳から74歳の国民健康保険加入者）の自己負担額を無料とします。

みさとシティハーフマラソン大会を日本陸上競技連盟公認大会として開催することや、
JOCパートナー都市協定に基づき、オリンピックデーラン事業を開催します。

安心・安全のまちづくり安心・安全のまちづくり

空家対策が前進！空家対策が前進！ 犯罪被害者等支援事業が拡充！犯罪被害者等支援事業が拡充！


